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Ⅰ はじめに
梵鐘製作には様々な工程があり、それぞれの工程において多岐にわたる技術
が必要である。それらの技術を分類すると、梵鐘の器形を形成する外型と内型
などの鋳型の製作(造型)と、金属の溶解と鋳型への注入(鋳造)の 2 つに、大き
くわけられる。それらのうち、造型技術の特徴を示すものとして、鋳型分割が
ある。
まず、鋳型分割とは、どのようなものであり、どのように認識できるかにつ
いて簡単に解説する。梵鐘を鋳造するための外型や内型などの鋳型は、一体で
作られることもあるが、いくつかに分割したものを作って、それらを連結して
鋳造する方法も、しばしば採用されている。そして、鋳型の分割と結合の跡は、
梵鐘の外面に鋳張りとしてよく遺存している。鋳張りは、分割した鋳型の隙間
に溶湯が侵入したために生じたものであり、造型技術の特徴を語る雄弁な証拠
なのである。
筆者は、この鋳型分割をはじめとして、鋳型に注湯する湯口の形態などに注
目して、日本古代〜中世の梵鐘を詳しく観察し、その変化や違いとともに、そ
の意味について検討を加えてきた［五十川2006］。そして、さらに、日本鐘の
淵源たる中国鐘の鋳型分割を調査し、日本鐘の鋳型分割との比較検討をしてゆ
く作業をおこなっている［五十川2010］。
本稿では、最近実際に詳細な調査をおこなった中国鐘資料を材料にして、そ
れらにみられる鋳型、とくに、外型の横分割法の特徴を整理するとともに、日
本鐘の伝統的な鋳型分割との比較検討をおこなって、東アジアの鋳鐘技術の形
成と交流について考えてみたい。
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Ⅱ 古代〜中世日本鐘の鋳型分割
日本の古代〜中世初頭の梵鐘の外型の分割方式については、以下のような変
化をみとめることができる。そして、その変化が、12〜13世紀に達成される日
本鐘の様式(形態と装飾)の定型化と、大きくかかわっている可能性を筆者は指
摘した［五十川2006］。中国鐘の鋳型分割の変化を考えるために、まず、この
日本鐘の外型分割の変化と、その意味について簡単に説明する。
1 鋳型分割の変化(図 1・2 )
7 世紀末に製作された最古の鐘から平安時代の半ばごろに位置づけられる多
くの鐘において、外型分割は、基本的に梵鐘の龍頭と笠形とを除いた鐸身部の
外型を、上下の 2段に分割している。その分割の位置は多様であり、一部を除
いてあまり厳密な基準がなかったようである。
しかし、12世紀の紀年銘をもつ鐘は、基本的に鐸身部を 3分割している。こ
れは、時代がとともに撞座の位置が低下して、撞座以下・池の間・乳の間が、
ほぼ同じ長さになり、梵鐘の鐸身部の鋳型の境界を、池の間の最下部・池の間
の最上部の 2ケ所にして、鐸身部をほぼ均等に 3分割するという外型の分割法
が成立したことを示す。ただし、たとえば、京都府平等院鐘・京都市西本願寺
鐘・奈良県金峯山寺鐘(廃世尊寺鐘)では鐸身部を 4分割しており、上記の 3 分
割とは鋳型分割数が異なっているが、大型の梵鐘であるためであろう。
2 変化の意味
このようにして達成された鐸身部の 3分割方式は、多くの梵鐘において、池
の間に銘文を記入するようになり、その中央に鋳張りが入るのを避けるためで
あると考えられる。12世紀以前の梵鐘においても壮麗な銘文をもつ京都市神護
寺鐘や奈良県栄山寺鐘においては、銘文を避けて鋳型分割の境界を設定してい
る。また、中世鐘は古代鐘よりも小型であるため、こうした鋳型分割数の増加
によって、外型の単位はより小型となり、外型の成形・装飾の添付・内型への
装着などの作業が、飛躍的に容易になったことも重要であると考えられる。
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図 1 日本古代〜中世梵鐘の鋳型分割の変化(三角矢印は鋳型の分割個所)縮尺約1/30
図 2 12世紀の大型日本鐘の鋳型分割(三角矢印は鋳型の分割個所)縮尺約1/30
Ⅲ 中国鐘の鋳型分割
1 中国鐘の多様な外型分割法
日本鐘の外型分割が、横分割法によるものに限定されているのと異なって、
中国鐘の外型の分割には、非分割・縦分割・横分割・縦横分割の 4 種の方法が
あることを筆者は解明し、それぞれの分割法についての実例をあげて詳しく解
説した[五十川2010]。これらの多様な外型分割の存在は、広い大陸において、
様々な鋳鐘工人の流派が存在したことを物語っており、日本鐘の創始者は、こ
れらの外型分割法のうち、横分割法の工人の系譜を引く者であったと考えてよ
いだろう。それが、中国のどの地域の、どのような工人集団であったかという
ことが、研究課題となってくる。
2 横分割法による中国鐘研究の意義
筆者は横分割法の外型によって製作されている中国鐘のうち、唐代・宋代・
金代・元代などの 7世紀〜13世紀ごろの資料の調査研究とともに、現代にまで
横分割法による造型をおこなってきた鋳鐘民俗例の調査研究おこなっている。
それは、日本鐘の成立はいうにおよばず、その後の展開・定型化も日本国内に
おける文化的な達成というよりも、梵鐘導入以降の中国との密接な国際関係の
なかで、日中の技術的な交流が継続したために到達した結果ではないかと考え
ているからである。
3 横分割法による中国鋳鐘民俗
横分割法によって造型をおこなう鋳鐘民俗例に関して、筆者らは、2006年に
江蘇省揚州市在住の周健民氏から、聞き取りをおこない、浙江省杭州市西湖の
ほとりにあり、西湖十景の 1つである浄慈禅寺の南屛晩鐘の鋳鐘技術を解明し
た［五十川編2008、吉田2008］。その造型技術は、引き板を回転させて外型を
7段に形成するという、日本鐘とかなり類似した横分割法によって造型をおこ
なっており、聞き取り調査に参加した我々には、大きな驚きであった。そして
このような造型法は、このほか中国の江蘇省無錫市、浙江省杭州市など、江南
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の各地においても実践されていることが判明した［・陳編1996］。これらの
民俗例の存在は、これまでの日本人による中国鋳鐘技術研究の盲点であった。
これに対して、江南地方より北方に位置する華北地域や陝西省漢中市周辺で
は、かつて縦横分割法による造型をおこなった鋳造工房があったことが確実で
あり、横分割法による工房の民俗例の分布と比較すると、南北の地域的違いが
ある可能性も推定できる［五十川2011］。
4 中国の祖型鐘の分布と横分割法
日本鐘研究に一生を捧げた坪井良平氏の研究によれば、中国鐘は、日本鐘の
ように鐘体の下端が水平で、袈裟襷の装飾のある祖型鐘と、鐘体の下端が波状
になっており、蓮の葉に類似している荷葉鐘に大きく分類できる。ちなみに、
荷とは中国語で蓮をさす。これらのうち祖型鐘は、長江南岸・四川省・山東省
など、中国の南方諸地域に分布していることを坪井氏は指摘し、日本鐘の源流
が、この地にあったことを想定された［坪井1984］。後述するが、唐都長安に
おいて流行していた梵鐘の様式と技術を、日本鐘は継承していないのである。
こうした分布について、日本鐘が誕生する条件として、遣唐使の上陸地点が
江南の地であり、長安からの遣唐使の帰還まで、そこに留め置かれた遣唐使随
行の鋳造技術者とその地の鋳造技術者のとの交流が、鋳鐘技術が日本に導入さ
れた契機ではなかったかとする考えもある。しかし、標準サイズの梵鐘の鋳造
技術が日本で確立したのが 7世紀後半であるのに対して、江南の地に遣唐使が
上陸するようになったのは 8世紀初頭以降である［東野2010］。このため、鋳
鐘技術の日本への渡来を、遣唐使にかかわる事績に限定して解釈することには
検討の余地があると考えられる。
横分割法という日本鐘の造型法に類似する技術が、いまなお中国の江南の地
に民俗例として根強く遺存していることと、上記の祖型鐘の分布には、関連が
あるのではないかと考えられる。ただし、坪井氏があげられた祖型鐘のすべて
が外型横分割法によるものではなく、鐸身を縦に分解した状態の造型をおこな
う縦分割法による梵鐘も含まれており、さらに検討を要することはいうまでも
ない。しかし、日本鐘の成立に大きくかかわった鋳鐘工人の流派が、中国の南
方地域に本拠地をもっていた可能性は高い。
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5 横分割法による中国鐘(図 3 )
外型横分割法によって作られた中国鐘として、これまでに筆者が詳細な観察
をおこなった資料には、江蘇省丹陽公園鐘(唐883年)、岐阜県長徳寺鐘(唐902年)、
北京大鐘寺古鐘博物館所蔵鐘(宋1077年)、遼寧省瀋陽市故宮所蔵鐘(金1151年)、
大鐘寺古鐘博物館所蔵鐘(元代)がある(図 3 )。長徳寺鐘と北京大鐘寺博物館宋
代鐘は、前稿［五十川2010］で紹介したので、それ以外の鐘について簡単に解
説する。
江蘇省丹陽公園鐘は、口径140㎝、総高210㎝を測る。その袈裟襷については
中央部の日本鐘の中帯にあたる部分で突線の上下幅が一定でなく、その最上部
の突線が縦帯と交差している点など、細部に統一を欠く点もある。また、撞座
がないことも特徴である。しかし、基本的に袈裟襷を中心とする装飾の様式は
日本鐘の様式に準じるものである。外型の境界は、中帯の少し上と下にある。
縦帯に陰刻で銘文を刻んでいる。
また、北京大鐘寺古鐘博物館所蔵の元代鐘は、口径123㎝、総高211㎝を測る。
袈裟襷は、幅の広い中帯の上下の空間を 2本一対の縦線によって 6区画に分割
し、その区画を上下でずらしている。神崎氏による中国鐘の分類のⅢ−ａ式に
あたる［神崎2010］。撞座はない。上帯のすぐ上、中帯最上部のすぐ下、中帯
最下部のすぐ上、下帯の上部、つまり紋様の単位のごくごく近辺に鋳張りが残
る。時代判定は、博物館による。
そのほか、遼寧省瀋陽市故宮蔵鐘は、口径約120㎝、総高約180㎝を測り、上
記の大鐘寺博の蔵品と様式はほぼ同じである。下の 1区画中に銘文がある。外
型の分割の境界は、上記の大鐘寺博の蔵品とほぼ同じ位置にあるが、すべてが
突線の上にあるという違いがある。
これらのうち、長徳寺鐘は祖型鐘であるが、その他は荷葉鐘である。祖型鐘
と荷葉鐘という様式の違いが、外型の分割法の違いに関連しているかどうか現
在のところよくわからない。日本鐘では、湯口形態が鋳鐘集団の系譜の違いで
あるけれども、鋳型分割は、その違いを越えて全般的に時代的な変化として認
識できる［五十川2006］。そこで、大胆ながら、これらの中国鐘においても、
鋳型分割の方法は、時代差が大きく影響しているものと仮定して、以下のよう
に考察する。
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図 3 横分割の中国鐘 縮尺不同
Ⅳ 外型分割の変化
1 中国鐘の横分割法の変化
以上のように、まだまだ資料数は少ないが、中国における横分割法の変化を
唐代から宋元代へと大きな目で見てゆくと、唐代に属する図 3の上の 2口の梵
鐘では鐸身部の外型を機械的に 3分割しているのに対して、下の宋元代の 2口
の梵鐘では鐸身上の装飾要素を考慮して、それらの装飾単位ごとにまとめて、
3分割するものとなっている。すなわち、中国の横分割法は、唐代から宋元代
へと下るにしたがって、機械的な分割から、形態や装飾などの様式に対応した
配慮あるものへと、変化をとげているのではないかと考えられる。
日本鐘においては、平安時代半ばごろまでは、鐸身を 2分割しているが、12
世紀には 3分割となってゆくことは既に述べたが、分割数は異なっていても、
その変化の内実は、日中において同様なものとみてよいのではないだろうか。
そして、その原因のひとつには、日本鐘と同様に、中国鐘においても、区画内
にまとまった銘文を刻むためではなかったかと考えられる。このように考えて
ゆくと、日中の横分割法による梵鐘の鋳型のありかたは、ほぼ同じ方向性をも
って変化しており、技術的交流があった可能性がある。
また、分割の境界を、装飾の突線の上に設定するものが、少なくとも宋代に
はあらわれ、これが、その後の中国鐘の基本設定となってゆく。大鐘寺古鐘博
物館所蔵の明代鐘において、横方向の外型分割の境界は、ほぼ突線上となって
いる。しかし、日本鐘では、かならずしも突線の上で鋳型分割をおこなうとは
かぎらない。この点において日本の梵鐘は、中国鐘とは異なる技術伝統を形成
していったということになる。
ビデオ鐘王的奥秘では鋳型分割の境界を突線上に設定していない鐘を
巧みではないものと評価している［五十川2009］。これに従うと、日本鐘
の造型技術は、すべて巧みでないものになってしまう。古い中国鐘のなか
には突線上で分割しないものがあったのであるが、やがて、それが変化して、
突線上に鋳型分割の境界が設定されるに至ったということをしっかり認識し、
その意味を考察すべきではないかと筆者は考える。
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2 縦横分割法における分割位置(図 4 )
中国鐘には、外型縦横分割法による造型によるものが多い。筆者が観察した
陝西省西安の碑林鐘は飛天・鳳凰などの浮彫からなる18の方形区画を構成し、
1区画には唐睿宗の自自筆になる銘文がある。この鐘の外型分割は、方形区
画ごとに鋳型の単位が形成されている。鋳型の境界は突線上から、わずかには
ずれたところにあるが、紋様単位の鋳型分割としては、完成度の高いものと考
えられる。同様の鋳型分割によるものは、写真判定ながら、甘粛省大雲寺鐘
( 7 世紀末〜 8世紀初頭)にもみられ、中国西部においては、唐代 8世紀初頭に、
すでに装飾要素に留意した鋳型分割が完成していたことも推定できる。しかし、
これらの唐代に中国西部に流行した梵鐘の様式は、日本鐘の源流となった梵鐘
の様式とは大きく異なり、別な技術系譜の工人によるものと考えられる。
また、長崎市の発心寺鐘にみられるように、明代の外型縦横分割法による中
国鐘においても、その横方向の鋳型分割位置は、装飾要素に配慮している。こ
の鐘は、西安碑林鐘とは別な様式と技術系譜によるものであり、横分割法の梵
鐘にみえる変化に対応したものとみられるが、今後さらに検討したい。
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図 4 縦横分割法の梵鐘［五十川2010］ 縮尺不同
Ⅴ 今後の課題
中国鐘の鋳鐘技術の研究は、明代に宋応星が著した天工開物冶鋳第八巻
の鍾(鐘)の記載と挿図の検討から開始された［藪内編1955］。その挿図には、
工人が蠟原型を製作している姿と別な工人が縦分割した外型に刀子状の利器を
使って紋様を彫っている姿(塑鐘模図)、そして箱鞴と溶解炉によって金属を溶
解し、炉そのものを 2人が両手でもって運搬し、鋳型の湯口に注入する情景
(鋳千斤鐘与仙仏像図)などが描かれ(図 5 )、梵鐘の造型と鋳造技術の研究のため
に重要な資料となっている。
しかし、明代に、はたしてこれらの技術が実際に存在したのか、はたまた、
これまでに筆者が確認した中国鐘の 4つの造型法と、この図の内容が、どのよ
うに関係するのかなど、今後の検討課題は多い。
また、天工開物の研究には、以下の日本語訳がある［藪内編1955］。
鉄鐘の鋳型は油や蠟をそんなに使わない。先ず土をこねて外型を造り、縦に
二分するか横に二分するかして、切口をとめ合せる。字や絵をその上に刻む。
内型は寸法を縮小し、内型と外型の間を中空にし、精密に見計らって外型にみ
あわせる。字様を刻んだら、牛油で滑かにし、後で鐘が粘りつかないようにす
る。それから内型にかぶせ、その継目を泥でぬり合せて鋳造にかかる。
これは、技術史の泰斗吉田光邦氏の苦心の作だと聞いているが、鋳型分割に
関する記述の解釈については、中国鐘の鋳型分割を実体的に観察検討すること
によって、検討する必要があるのではないかと考える。
また、本稿において、中国鐘のうち、横分割法による鋳型分割法の変化は、
日本鐘の場合と同じように、銘文のありかたにかかわっているのではないかと
指摘したが、銘文そのものの形式や内容の検討も、必要であると考えられる。
坪井良平氏によれば、唐代の梵鐘の銘文は、序と銘からなる完備したものが
基本であり、中世の日本鐘に一般的となるような、序と銘の区別のない簡略な
ものは少なかっただろうとされている［坪井1970］。さらに、銘文そのものの
検討を基礎にして、梵鐘の器面に記される文字としての付加方法(陽鋳・陰刻)、
鋳型分割法との関連など、細かく検討すべきであろう。
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以上のように、今後検討すべき課題は多く、本稿では、これまでの調査によ
って得られたデータを整理して、いくつかの提案を述べたに過ぎない。今後さ
らに中国鐘の実物調査、鋳鐘民俗の調査、銘文形式の検討の作業を通して、そ
の様式(形態と装飾)と技術(造型と鋳造)の研究を進めて、日中の梵鐘の様式と技
術の文化交流を検証してゆきたい。
本稿は、2010年度京都橘大学学術研究奨励研究日本鐘の変遷過程における
外国鐘の影響による研究成果、および平成23年度科学研究費助成事業(学術
研究助成基金助成金(基盤研究(Ｃ)))日本鐘の成立展開定型化過程における東ア
ジア文化交流の研究による研究成果の一部として、資料を紹介して考察を付
加したものである。諸賢のご批判を仰ぎたいと思う。
また、坪井良平氏による日本鐘の研究のような総括的な研究が、中国鐘にお
いては、いまだなされていない。このため、中国鐘について、資料の所在地は
もちろん、資料の存在そのものについても、筆者は、たえざる捜索を続けてい
るというのが現状である。重要な中国の古鐘資料をご存知の各位は、ご教示を
たまわれば幸いである。
中国鐘の鋳型分割の変化
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図 5 天工開物に描かれた鐘づくり技術
本稿を作成するにあたって、京都橘大学文学部の王衛明教授には、中国の古
鐘に関する情報をたまわり、ご指導もいただいた。そして、甲陽史学会会員の
木谷義紀氏には、資料調査にあたりご協力をたまわった。そのほか、北京大鐘
寺古鐘博物館の謝小敏館長・庾華学芸員、北京芸術博物館の韓戦明学芸員には
古鐘資料の所在や鋳鐘民俗に関する情報について多くの御教示をたまわった。
末筆ながら、お礼を申しあげる次第である。
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